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2011 年 8月。大潮の知林ヶ島
最近はインターネットで、砂州の露出具合を事前に知ることが出来る。
本日の出具合は、まあまあとあって家族連れやカップルで賑やかだ。　　　　　　　　　　　
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湧
水
町
夏、青々とした田んぼが広がる風景は、なぜか懐かしく感じる。鹿児島県姶良郡湧水町の田園



沢原高原

　

九
州
自
動
車
道
の
栗
野
イ
ン
タ
ー
を
降
り
、
栗
野

岳
を
目
指
し
て
10
分
程
走
る
と
、
道
は
杉
の
木
立
ち

の
中
へ
入
っ
て
い
く
。
し
ば
ら
く
す
る
と
左
手
に
、

沢
原
高
原
と
書
か
れ
た
手
作
り
の
看
板
が
見
え
た
。

　

沢
原
高
原
は
、
標
高
4
0
0
ｍ
か
ら
6
0
0
ｍ
の

間
に
広
が
る
、
阿
蘇
久
住
高
原
に
次
ぐ
九
州
第
2
の

広
大
な
草
原
地
帯
で
、
ゆ
う
す
げ
の
花
や
高
山
植
物

の
宝
庫
だ
。
真
夏
の
日
差
し
を
遮
り
、ほ
の
暗
い
う
っ

そ
う
と
し
た
森
の
中
を
、
道
路
は
徐
々
に
細
く
勾
配

も
キ
ツ
ク
な
っ
て
い
く
。
時
折
、
左
手
に
草
原
が
見

え
始
め
る
と
高
原
に
到
着
し
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　

舗
装
道
路
が
途
切
れ
砂
利
道
を
登
っ
て
い
く
と
、

遠
く
に
吉
松
の
町
並
み
や
矢
岳
高
原
の
眺
望
と
、

草
原
の
尾
根
が
連
な
る
絶
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
高
原
に
入
れ
る
の
も
こ
の
あ
た
り
ま
で
。
大

部
分
が
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演
習
場
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
通
常
民
間
人
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

年
に
一
度
「
ゆ
う
す
げ
を
観
る
夕
べ
」
の
日
の
み
入

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
く
に
は
、
日
本
で
唯
一
残
る
タ
ブ
の
原
生
林
や
、

樹
齢
数
百
年
の
巨
木
が
生
茂
る
林
な
ど
が
あ
る
。

こ
ち
ら
は
普
通
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

鹿児島県姶良郡湧水町



肥薩線栗野駅近くの鉄橋を渡る「特急はやとの風」
湧水町の北側に流れる川内川に架かる鉄橋を渡ると次は吉松駅。
特急はやとの風の終着駅は、肥薩線の鹿児島最北の駅になる。そ
の先は宮崎県の真幸駅、熊本県矢岳駅へと鉄路は「山線」と呼ば
れる区間につながっていく。



油
津

宮
崎
県
日
南
市堀川運河と堀川橋

映画男はつらいよのロケ地になった風景。懐かしい佇まいが残されている。



堀
川
運
河

宮
崎
県
日
南
市
油
津

　

油
津
の
市
街
地
を
静
か
に
流
れ
る
堀
川
運
河
は
、

藩
政
時
代
に
植
林
さ
れ
た
飫
肥
杉
を
広
渡
川
か
ら

油
津
港
へ
送
り
込
む
こ
と
を
目
的
に
造
ら
れ
た
人
工

の
運
河
だ
。
飫
肥
杉
は
、
樹
脂
が
多
く
耐
久
性
に
富

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
造
船
材
の
用
途
に
適
し
た
材

木
と
し
て
「
弁
甲
」
と
呼
ば
れ
大
き
な
需
要
を
生
み
、

藩
財
政
に
大
き
な
富
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

運
河
に
架
か
る
石
橋
「
堀
川
橋
」
か
ら
眺
め
る
堀
川

に
は
、
往
時
の
賑
わ
い
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

旧
き
良
き
時
代
の
漁
港
風
景
の
佇
ま
い
と
し
て
、

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
選
ば
れ

た
。
運
河
沿
い
に
あ
る
床
屋
の
、
女
主
人
と
の
出
会

い
の
シ
ー
ン
で
、
寅
さ
ん
が
「
静
か
な
ま
ち
だ
ね
」

と
堀
川
橋
の
袂
で
語
る
シ
ー
ン
の
背
景
に
、
筏
を
流

し
て
い
く
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
界
隈
の
町
屋
も

趣
が
あ
り
、ひ
よ
っ
こ
り
寅
さ
ん
が
出
て
き
そ
う
だ
。

　

歴
史
あ
る
場
所
に
は
、
日
本
人
の
心
に
あ
る
古
里

へ
の
郷
愁
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
「
何
か
」
が
残
さ
れ

て
い
る
気
が
す
る
。
堀
川
運
河
に
も
、
そ
の
何
か
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
佇
ま
い
が
残
さ
れ
て
い
る
。



油　

津
宮
崎
県
日
南
市
油
津



国道沿いに建つ杉村金物店。陳列台や商品
棚、壁に貼られている商品看板。ありとあ
らゆるものが、時を越えそのままに現役だ。

　

JR
油
津
駅
か
ら
油
津
港
へ
と
続
く
国
道
2
2
0
号

沿
い
の
一
帯
が
油
津
一
丁
目
。
通
り
に
面
し
た
三
階

建
て
の
建
物
が
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　

杉
村
金
物
本
店
は
1
8
9
2
年
（
明
治
25
年
）

創
業
の
老
舗
で
、
三
階
建
て
の
美
し
い
建
物
は

1
9
3
2
年
（
昭
和
7
年
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の
と

い
う
。
店
内
に
入
る
と
一
瞬
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。「
御
用
の
方
は
こ
の
ブ
ザ
ー

を
押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
た
ブ
ザ
ー
を
押
す

こ
と
数
回
、
ま
っ
た
く
返
答
が
無
い
。「
御
免
く
だ

さ
い
」の
問
い
か
け
に
も
反
応
が
な
い
。時
が
止
ま
っ

た
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
み
た
が
、
誰
の
姿
も

気
配
も
な
か
っ
た
。
振
り
返
る
と
国
道
を
ト
ラ
ッ
ク

が
走
り
抜
け
て
い
っ
た
。

　

細
い
住
宅
街
の
道
沿
い
に
は
、
格
子
囲
い
の
あ
る

古
い
家
屋
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
新
し
い
住
宅
で

も
サ
ッ
シ
窓
を
格
子
で
囲
い
、
景
観
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
。住
宅
街
の
路
地
裏
に
は
車
も
、

ほ
と
ん
ど
進
入
し
て
こ
な
い
、
時
間
が
静
か
に
流
れ

て
い
く
。

油
津
さ
ん
ぽ　
宮
崎
県
日
南
市



飫
肥 

宮
崎
県
日
南
市



  　

新
緑
の
5
月
、
大
手
門
の
木
々
は
雨
に

洗
わ
れ
、
濡
れ
た
路
面
と
相
ま
っ
て
小
京

都
と
呼
ば
れ
る
風
情
あ
ふ
れ
る
情
景
か
ら

飫
肥
の
旅
は
始
ま
っ
た
。

　

飫
肥
は
五
万
一
千
石
の
城
下
町
。
そ
の

中
心
に
飫
肥
城
が
あ
る
。
城
下
の
形
成
は
、

天
正
15
年
（
1
5
8
7
）
に
飫
肥
藩
初
代
伊

東
祐
兵
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
飫
肥
を
領
地
と

し
て
与
え
ら
れ
て
か
ら
、
本
格
的
に
建
設

が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
期
に
取
り
壊
さ
れ
、
樹
齢
１
０
０

年
の
飫
肥
杉
を
使
用
し
て
復
元
さ
れ
大
手

門
を
く
ぐ
る
と
、
内う
ち
ま
す
が
た

桝
形
か
ら
大お
お
て
ま
す
が
た

手
桝
形
、

北
の
石
段
が
一
望
で
き
る
。
周
囲
を
石
垣

と
白
漆
喰
の
城
壁
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。

こ
の
部
分
だ
け
で
も
充
分
藩
政
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
風
情
が
あ
る
。

　

北
の
石
段
を
登
り
左
手
に
は
、
本
丸
・

松
尾
丸
へ
続
く
大
手
道
の
石
段
が
あ
る
。

右
に
進
む
と
本
丸
へ
の
入
り
口
と
な
る
虎

口
が
現
れ
る
。
傘
を
さ
し
た
観
光
客
が
見

え
隠
れ
す
る
情
景
を
眺
め
て
い
る
と
、
城

内
の
配
置
が
、
防
御
に
た
め
に
考
え
ら
れ

て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て

気
づ
か
さ
れ
た
。

飫
肥
城
址 

宮
崎
県
日
南
市
飫
肥



飫肥城の大手門前を、揃いの傘で観光客が進んでいく。
登城する家臣団のように見えた。

本丸大手の一之門跡へと続く大手道の周辺には
飫肥杉の巨木が立ち並んでいる。



旧
山
本
猪
平
家

飫肥の豪商であった「山本猪平」が明治40年（1907）頃に建築した商家の本宅。
玄関先のタイルなど、建具や明り窓などの造作に趣向が凝らされている。

藩主伊東家の住まいとして明治２年に造られた。豪商の煌びやかな商家とは趣を異にする、
武門らしい質実な建物や、愛宕山を借景にした枯山水の庭園が目を引いた。

豫よ
し
ょ
う
か
ん

章
館



築　

島 

宮
崎
県
串
間
市

築島　宮崎県串間市
日南から都井岬を目指して国道 448号を南へ、道の駅なんごうを過ぎ 5,6 分、「岬だ」と最初は思ったが、よく見ると漁港から
わずか200m程先にある独立した島「築島」だと分かった。国土沿いの電信柱から島に向かって海を越え電線が伸びている。
平成22年 3月までは串間市の市木小学校の分校があった。現在は休校中

明治 2年に愛媛県宇和島の築島家の人々が、島の半分を当時の金額 61円で購入しそれから移り住んだという。一番多いときで
130人程が住んでいたという。伊勢海老漁が盛んで、島民の大半が漁業で生計を立てている。本土側の舳漁港から定期船はなく、
漁船で行き来をしている。鹿児島県の出水市にも、生活環境等がそっくりな桂島という島がある。



　

8
月
の
終
わ
り
、
日
南
か
ら
都
井
岬
方
向
へ
国
道

を
南
下
す
る
。
左
手
は
、
ず
ー
っ
と
太
平
洋
の
海
が

広
が
っ
て
い
る
。
宮
崎
県
の
東
海
岸
は
全
国
的
に
も

有
数
の
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る

サ
ー
フ
ァ
の
聖
地
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
。

　

築
島
を
過
ぎ
、
芋
洗
い
の
猿
で
有
名
な
幸
島
が
、

見
え
始
め
た
こ
ろ
、美
し
い
砂
浜
が
目
に
止
ま
っ
た
。

石
波
海
岸
と
呼
ば
れ
る
砂
浜
は
、
幸
島
へ
長
く
延
び

た
浜
辺
だ
。
鹿
児
島
県
の
大
隅
半
島
の
太
平
洋
岸
に

あ
る
辺
塚
海
岸
に
似
て
い
る
と
思
っ
た
。
広
く
青
い

海
原
に
、
一
人
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
沖
を
目
指
し
て
パ

ド
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
。

太
平
洋

波
乗
り

風
情
。

　

日
が
西
に
傾
き
始
め
た
こ
ろ
、
串
間
市
の
恋
ヶ
浦

に
到
着
し
た
。
海
岸
沿
い
の
駐
車
場
に
は
様
々
な
地

域
の
ナ
ン
バ
ー
が
停
ま
っ
て
い
る
。
カ
ラ
フ
ル
な

ボ
ー
ド
に
ウ
ェ
ア
が
波
間
に
浮
い
て
波
待
ち
を
し
て

い
た
。
徐
々
に
山
陰
に
沈
み
つ
つ
あ
る
太
陽
が
射
光

線
と
な
っ
て
山
並
み
を
照
ら
し
て
い
る
。
真
夏
の
遅

い
夕
暮
れ
は
、
昼
間
の
暑
さ
が
嘘
の
よ
う
な
、
涼
や

か
な
風
を
海
か
ら
運
ん
で
き
て
く
れ
る
。
波
が
少
し

ず
つ
岸
に
向
か
っ
て
満
ち
始
め
、
ひ
と
り
二
人
と
海

か
ら
上
が
っ
て
く
る
。
遠
く
沖
を
大
型
の
貨
物
船
が

進
ん
で
い
く
、
上
空
の
雲
が
ほ
ん
の
り
と
茜
色
に
染

ま
り
始
め
て
い
た
。

石波海岸　宮崎県串間市
国道 448号沿いから美しい浜辺を見ることが
出来る。後方には、芋を洗う猿が生息する幸
島が見える。

恋ヶ浦海岸　宮崎県串間市
年間を通じてサーファーで賑わう、サーフィンのメッカ。
恋ヶ浦の海は、宮崎県内でも有数の美しさを誇る。



波
静
か

沖
の
彼
方
に

夏
は
往
く



特急指宿のたまて箱

指
宿
枕
崎
線

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

平成23年 3月 13日から運転を開始した、指宿枕崎線では初めての定期特急列車。薩摩半島の最南端に
ある長崎鼻一帯に伝わる浦島太郎伝説の玉手箱にちなんで命名された。「いぶたま」の愛称で呼ばれている。



　

指
宿
枕
崎
線
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
薩
摩
半
島

を
南
下
し
て
、終
点
の
枕
崎
ま
で
を
つ
な
ぐ
路
線
だ
。 

　

中
央
駅
を
出
発
し
た
列
車
と
、
路
面
電
車
が
平
行

に
走
行
す
る
区
間
が
あ
る
。
市
電
の
二
軒
茶
屋
電
停

付
近
か
ら
笹
貫
電
停
あ
た
り
で
は
、
住
宅
街
の
中
を

並
列
走
行
す
る
風
景
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
市
街

地
を
ぬ
け
る
と
、
右
手
に
錦
江
湾
と
桜
島
が
姿
を
現

す
。
南
薩
摩
の
温
暖
な
気
候
に
、
一
月
の
初
旬
か
ら

沿
線
に
は
菜
の
花
が
咲
き
揃
い
、
一
足
早
い
春
の
風

景
が
車
窓
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

指
宿
枕
崎
線
に
は
、「
観
光
特
急
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

や
、「
快
速
な
の
は
な
デ
ラ
ッ
ク
ス
」
な
ど
の
改
造

車
両
と
、
キ
ハ
4
0
系
の
一
般
車
両
が
運
行
し
て
い

る
。
特
急
は
指
宿
駅
ま
で
、
快
速
は
山
川
駅
ま
で
の

運
行
で
、
山
川
駅
か
ら
枕
崎
駅
間
は
一
般
車
両
で
運

行
さ
れ
て
い
る
。
本
土
最
南
端
の
駅
「
西
大
山
駅
」

に
停
車
す
る
車
両
は
一
般
車
両
に
な
る
。

　

指
宿
枕
崎
線
で
も
、
有
名
な
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
、

呼
ば
れ
て
い
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
中
で

も
蒸
気
時
代
か
ら
の
定
番
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
有
名
な

場
所
が
あ
る
。指
宿
枕
崎
線
の
全
車
両
が
撮
影
で
き
、

背
景
に
錦
江
湾
を
、
左
手
に
ビ
ロ
ー
の
木
を
見
通
せ

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
も
あ
っ
て
、
多
く
の
カ
メ

ラ
マ
ン
が
撮
影
し
て
い
る
。

　

開
門
岳
を
背
景
に
線
路
が
、
田
園
風
景
の
中
を
一

直
線
に
伸
び
る
ポ
イ
ン
ト
も
、
定
番
の
撮
影
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
夕
暮
れ
時
、
沈
む
夕
日
と
シ
ル
エ
ッ

ト
に
な
っ
た
開
門
岳
を
バ
ッ
ク
に
撮
影
が
で
き
た
。



夕暮れ、紫紺に彩られた桜島に向かって桜島フェリーが出港していく。
濃紺の海上に、光の塊が眩しく輝くフェリー。昼間の姿とは雰囲気
が一変する。海に浮かんだメリーゴーランドのように見えた。

桜島フェリー　鹿児島県鹿児島市



9月初めの磯海水浴場。噴煙を勢いよく上げる桜島の上空には、
秋の気配が漂っていた。

桜島　鹿児島県鹿児島市



宮崎県／日南市･････････････････････油津
宮崎県／串間市･･･････････････････恋ヶ浦
宮崎県／日南市･････････････････････飫肥
鹿児島県／指宿市･･･指宿枕崎線・知林ヶ島
鹿児島県／湧水町･･･････････････沢原高原
鹿児島県／鹿児島市･････････桜島フェリー
表紙：霧島神宮　裏面：山川
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